
公共事業は、近年、建設から維持管理の時代へと移行して

います。維持管理としては、運転管理、保守管理、危機管理

等、様々な要素がありますが、それらを行うために、今や欠か

せないものが監視制御設備です。

監視制御設備の構築に当たっては、全体計画、施設規模、

管理体制、操作員の能力、経済性等を考慮する必要がありま

す。最良な計画・設計・工事監理を施すことにより、初めて、実

際の維持管理に役立つ自動化や省力化を実現することが可能

となります。

監視制御システムの構築

監視制御システムは、大きく管理・運用設備、監視制御設備

に分けることができます。

管理の集中化、共同化といった観点より、広域化が推進され

ています。従来は単独事業体内での取組みが主でしたが、昨

今では、他事業体も含めた広域的設備管理についても推進さ

れております。

広域化を進める上で、最も重要な設備は、集中管理を行うた

めの監視制御設備です。

複数の施設が関係するような複雑な条件下においても、効

果的なシステムを構築することが求められます。

高度技術
IT技術
半導体技術

自動化、省力化
汎用化、オープン化

現場職員の削減
管理レベル向上

問題

セキュリティー
メンテナンス
維持管理の煩雑化

管理・運用設備

計装

計器盤

プリンタ

監視

操作盤
LCD

操作卓

プロセス

コントローラ

ローカルLAN

情報LAN

制御LAN

プロセス

制御部

：伝送系

：直送系

上位コントローラ LCD操作卓

監視

コントローラ

遠方監視

制御装置

検出端

PI/O盤

計装

変換器盤
補助リレー盤

コントロールセンター

現場盤

中央監視

制御部

監視制御設備

帳票管理をはじめとする業務支援のための設備であり、設

備台帳や需要予測機能等を取り入れるケースも増えていま

す。管理体制、運用状況、操作員の能力等、実状を踏まえ、必

要かつ最適な機能を選定します。

管理・運用設備

・中央監視制御部
監視制御の主となる部分であり、一般的な仕様としては、

LCD操作卓と監視制御用コントローラ等で構成され、遠方監

視が必要な場合はテレメータ等を導入します。

その他、様々な装置や機能を選定することが可能です。

◆信頼性の向上 → 装置の二重化、冗長化、分散化

◆視覚性の向上 → 大型ディスプレイの活用

◆情報共有 → 広域ネットワークを活用したリモート監視

・プロセス制御部
施設規模に応じて分割して設けられる制御装置であり、プ

ロセスコントローラとPI/O装置等により構成されます。

広域的な監視制御

監視制御設備

監視制御設備更新



昨今、日常の運転管理は監視制御設備による自動運転が

一般的となっており、監視制御設備は人（操作員）の手・足・

目・頭脳の役割を果たしています。従って、監視制御設備の

整備を間違えると、人が求める動きをすることができず、価値

の低い設備となってしまう恐れがあります。

このような整備の策定に際して最も重要なのは、本提案業

務を行うコンサルティング能力だと当社は考えます。当社で

は以下に示すように、十分なコンサルティング能力を有して

いることから、「監視制御設備の整備」をお客さまのために、有

効な事業となるようにサポートすることが可能と考えます。

●豊富な製品知識…各メーカーの製品調査や技術報告の確

認を定期的に行っております。また、一般社団法人電気学会

が主催する技術専門委員会に参加し、メーカーや大学教授

等と技術を共有しています。進歩が著しい情報技術や半導体

技術について、豊富な知識を習得しています。

●豊富な業務実績…上下水道業界第一位の実績があり、大

規模な広域集中監視から小規模な施設監視、更には既設設

備の機能増設まで、監視設備の更新・改良に関わる受注実績

が豊富です。お客さまのニーズや日々変化する社会情勢に対

応する技術力を育んでいます。

●豊富な技術者・有資格者…機械・電気設備担当技術者が全

国に90名程度在籍しています。また、技術士（電気電子部門）

をはじめ、1級電気工事施工管理技士やRCCM等、様々な有資

格者が在籍しています。様々な部門の有能な技術者と有資格

者がサポートいたします。

その他にもアセットマネジメント業務やISO認定取得（品質マ

ネジメントシステム：ISO9001、環境マネジメントシステム

ISO14001）等により、当社はお客さまを多角的な側面からサポ

ートいたします。

当社の強み

設備更新は、大きく計画、設計、施工監理に分けることがで

きます。それぞれの業務について、監視制御設備更新の観点

から着目したポイントと注意点を簡単に示します。

＜ポイント＞

設

計

計画で定めた全体像を満たすシステムを確立す
るために必要な技術的検討に加え、実際の運転
管理を反映させるための管理者へのヒアリングが
重要となります。

＜注意点＞

メーカー独自の技術でつくり込まれた機器で構成

されているため、製品の理解が不十分の場合、
希望する能力が発揮できません。また、管理者
へのヒアリングが不十分の場合、日常の運転操
作に影響を及ぼす恐れがあります。

＜ポイント＞

計

画

監視制御設備は、技術革新や管理体制等の影
響を受ける設備であるため、更新時には、改め
て、目的、役割、必要性等を見直し、最適なシス
テムを提案することが重要となります。

＜注意点＞

ポイントを押さえたシステム計画を行わないと、

設計において大きな見直しが発生し、事業費の
大幅な変更が発生します。

＜ポイント＞

施
工
監
理

近年、監視制御設備工事は、電気設備の中でも
受注者に仕様を委ねる割合が大きく、維持管理
者が求める最適な設備を整備するためには、発
注後の対応も重要となります。

＜注意点＞

監視制御設備は、公平性の観点から発注時に機

器仕様を細部まで明確に表現することが難しいた
め、発注後の機器承諾行為を適切に行なわない
と満足のいく能力が得られない恐れがあります。

計画、設計、施工監理は業務としては個別に扱われます

が、一体の事業であり、業務間のつながりが重要です。

上流側で導き出した結論を理解し、より詳細に具体化す

ることが必要となります。
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